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地球温暖化のメカニズム
私たちが消費するエネルギーにより、地球の気温が上昇しています

　地球の気温は、熱（赤外線）のバランスで、平均気温が約15℃に保たれてい
ます。このバランスを保っているのは、赤外線を吸収する性質を持つ二酸化炭素
（CO2）などの温室効果ガスです。
　しかし、この100年あまりの間に人間活動が活発化し、電気やガスをはじめとす
る様々なエネルギーの消費量が増え、大気中に占める温室効果ガスの濃度が高くな
ってきました。これによって、大気中や地表周辺にとどまる熱が増加し、地球の気
温が上昇しています。これが「地球温暖化」といわれる現象です。

　日本国内から、燃料の燃焼により発生しているCO2の量は、2005年度には約
12億６百万ｔに達しました。これは1990年度と比較すると13.9％も増加してい
ます。
　中でも、自動車や船舶などの運輸部門から排出されるCO2は全体の21％（約２億
5,700万ｔ）を占めており、排出量は1990年度と比較して18.1％も伸びています。
　地球温暖化防止のためにはCO2の排出削減が必要です。中でも排出量の伸び率が大き
い運輸部門については、積極的な取組みが期待されているところです。

私たちの活動から排出される CO2

日本の二酸化炭素排出量（燃料の燃焼による分）（環境省 2005年度速報値）

計：約12億600万t
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地球温暖化（温室効果）の仕組み
○適切な温室効果 ○温室効果ガスが増えると…

排気ガス（CO2）

代替フロンガス製品

この熱が地球を
適切な気温に保つ

気温上昇

【温室効果ガス】
CO2、メタンガス
一酸化二窒素、代替フロンガス

石炭・石油燃料の使用（CO2）



各事業者からの CO2 排出量の算定方法

　事業者からのCO2排出量を削減していくためには、まずは、現時点での排出量を把握する
ことが重要です。輸送によるCO2の排出量算出にあたっては、自社及び委託先の輸送機関か
らの排出量を算定対象とします。算定方法としては、主に以下の３つの方法があります。

燃料使用量からCO2排出量を算出します。

　　　　　　 

　　必要となるデータ　燃料種別の燃料使用量
　　データの把握方法　車載機などによる燃料消費量の把握
　　　　　　　　　　　燃料の購入伝票による消費量（＝購入量）の把握
　　　　　　　　　　　自社スタンドがある場合、給油データ

CO2排出量
（tCO2）

燃料使用量
（ｋＬなど固有単位）

CO2排出係数（表１）
（tCO2／ｋＬなど固有単位）
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CO2排出量の算定方法

①燃料法（標準手法）
　　輸送に伴う燃料消費量からCO2排出量を算定します。

②燃費法（代替手法A）
　　輸送距離と燃費からCO2排出量を算定します。

③改良トンキロ法（代替手法B　トラック限定）
　　積載率と燃料種類、輸送トンキロからCO2排出量を算定します。

CO2排出量＝燃料使用量×CO2排出係数

CO2排出量＝（輸送距離／燃費）×CO2排出係数

CO2排出量＝輸送トンキロ×改良トンキロ法CO2排出原単位

燃料法   1  算定
方法



　　燃料法の特徴　　　最も精度のよい算定方法です。
　　　　　　　　　　　外部委託で輸送を行っている場合（特に混載の場合）、データが把
　　　　　　　　　　　握できない可能性があります。

　　表１　CO2排出係数
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No.

1

2

3

4

5

7

8

9

燃料種

ガソリン

軽油

A 重油

B・C 重油

液化石油ガス（LPG）

ジェット燃料油

都市ガス

電気

固有単位

kL

kL

kL

kL

t

kL

千 Nm3

千 kWh

CO2 排出係数

2.32 tCO2 ／ kL

2.62 tCO2 ／ kL

2.71 tCO2 ／ kL

2.98 tCO2 ／ kL

3.00 tCO2 ／ｔ

2.46 tCO2 ／ kL

2.08 tCO2 ／千 Nm3

0.555 tCO2 ／千 kWh

出典）地球温暖化対策の推進に関する法律施行令

6 液化天然ガス（LNG) t 2.70 tCO2 ／ｔ



燃費と輸送距離からCO2排出量を算出します。

　　必要となるデータ　①輸送距離
　　　　　　　　　　　②燃費
　　データの把握方法　①輸送距離
　　　　　　　　　　　　⑴ 実輸送距離の集計
　　　　　　　　　　　　⑵ 輸送計画距離（発着地点間道のり）の集計　など
　　　　　　　　　　　②燃費
　　　　　　　　　　　　⑴ 燃費データの実測（車両ごと、または同一車種ごと）
　　　　　　　　　　　　⑵ ⑴が不可能な場合には表２
　　

　　表２　自動車の燃費表（実測燃費が不明な場合）

　　燃費法の特徴　　　燃料消費量が不明でも、一定の精度で排出量を算出できます。
　　　　　　　　　　　データの把握が比較的容易です。
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CO2排出量
（tCO2）

輸送距離
（km）

燃費
（km/Ｌ）

1/1,000
（ｋＬ/Ｌ）

CO2排出係数（表１）
（tCO2／ｋＬなど
固有単位）

出典）省エネ法告示

最大積載量（ ㎏ ）

軽貨物車

～ 1,999

2,000㎏以上

～ 999

1,000 ～ 1,999

2,000 ～ 3,999

4,000 ～ 5,999

6,000 ～ 7,999

8,000 ～ 9,999

10,000 ～ 11,999

12,000 ～ 16,999

燃料

ガソリン

軽油

営業用

9.33

6.57

4.96

9.32

6.19

4.58

3.79

3.38

3.09

2.89

2.62

自家用

10.3

7.15

5.25

11.9

7.34

4.94

3.96

3.53

3.23

3.02

2.74

輸送の区分 燃費（km ／Ｌ）

燃費法   2  算定
方法



積載率と車両の燃料種類別、最大積載量別の輸送トンキロからCO2排出量を算出します。
トラックのみが対象となります。燃料法や燃費法を利用することが難しい場合に利用します。

　　必要となるデータ　①輸送重量
　　　　　　　　　　　②輸送距離
　　　　　　　　　　　③積載率
　　データの把握方法　①輸送重量
　　　　　　　　　　　　貨物単位または車両単位で把握
　　　　　　　　　　　　⑴貨物単位
　　　　　　　　　　　　　・実重量（実測）
　　　　　　　　　　　　　・容積換算重量（一律換算または荷物種類別換算）
　　　　　　　　　　　　⑵車両単位
　　　　　　　　　　　　　・最大積載量
　　　　　　　　　　　　　・最大積載量×平均積載率
　　　　　　　　　　　②輸送距離
　　　　　　　　　　　　⑴実輸送距離の集計
　　　　　　　　　　　　⑵輸送計画距離（発着地点間道のり）の集計　など
　　　　　　　　　　　③積載率
　　　　　　　　　　　　⑴使用車両の燃料種類別、最大積載量別に積載率を把握
　　　　　　　　　　　　⑵それが不可能な場合には表３
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改良トンキロ法   3  算定
方法

CO2排出量
（tCO2）

改良トンキロ法燃料使用
原単位

（Ｌ／ｔ・km）

燃料種類別・最大積載量別
輸送トンキロ
（ｔ・km）

CO2排出係数（表１）
（tCO2／ｋＬなど固有単位）

1/1,000
（ｋＬ／Ｌ）

輸送重量
（t）

輸送距離
（km）
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　　表3　改良トンキロ法　燃料使用原単位（輸送トンキロ当たり燃料使用量）

注１：より正確にエネルギー使用量を求めるには、下記の関数式に値を代入して原単位を求めます。　
　　 （有効数字2桁）
　　【ガ ソ リ ン 車】　ln y=2.67 - 0.927 ln（x/100）- 0.648 ln z
　　【ディーゼル車】　ln y=2.71 - 0.812 ln（x/100）- 0.654 ln z
　　　ただし、y:輸送トンキロ当たり燃料使用量（Ｌ/t・km）、x:積載率（%）、
　　　　　　　z:最大積載量（kg）。lnは自然対数。
注２：積載率10％未満の場合は、積載率10％の時の値を用います。

原単位（輸送トンキロ当たり燃料使用量 ( Ｌ /t・km)）

積載率（％）

中央値

350

1,000

2,000

500

1,500

3,000

5,000

7,000

9,000

11,000

14,500

最大積載量
(kg)

積載率が不明な場合

平均積載率 原単位

軽貨
物車

～1,999

2,000
以上

～ 999

1,000～
1,999

2,000
～3,999

4,000
～5,999

6,000
～7,999

8,000
～9,999

10,000
～

11,999
12,000
～

16,999

10％

2.74

1.39

0.886

1.67

0.816

0.519

0.371

0.298

0.253

0.222

0.185

20％

1.44

0.730

0.466

0.954

0.465

0.295

0.212

0.170

0.144

0.126

0.105

40％

0.758

0.384

0.245

0.543

0.265

0.168

0.120

0.0967

0.0820

0.0719

0.0601

60％

0.521

0.264

0.168

0.391

0.191

0.121

0.0867

0.0696

0.0590

0.0518

0.0432

80％

0.399

0.202

0.129

0.309

0.151

0.0958

0.0686

0.0551

0.0467

0.0410

0.0342

100％

0.324

0.164

0.105

0.258

0.126

0.0800

0.0573

0.0459

0.0390

0.0342

0.0285

自家用

10％

10％

24％

10％

17％

39％

49％

営業用

41％

32％

52％

36％

42％

58％

62％

自家用

2.74

1.39

0.394

1.67

0.530

0.172

0.102

0.0820

0.0696

0.0610

0.0509

営業用

0.741

0.472

0.192

0.592

0.255

0.124

0.0844

0.0677

0.0575

0.0504

0.0421

軽　

油

ガ
ソ
リ
ン

燃　

料

出典）省エネ法告示



CO2の排出削減には様々な取組みが必要です。ここでは、
　　　　　　　　 従業員の意識を変えることでできる取組み
　　　　　　　　 顧客や取引先の理解、協力が必要な取組み
　　　　　　　　 設備投資が必要な取組み
　　　　　 の3つに分けて、削減に向けた取組項目を例示します。

①エコドライブの実施
　・加速時の対策　おだやかな発進、加速、早めのシフトアップ
　・減速時の対策　エンジンブレーキの多用
　・加減速の抑制　予知運転による停止、発進回数の抑制、定速走行の実施
　・停止時の対策　無駄の空ぶかしの抑制、アイドリングストップの実施
　・車内エアコン温度の控えめ設定
　・最大積載量の遵守

アイドリングストップについて
●アイドリングストップとは、停車時にエンジンを止めて、燃料を節約すること。
●このような時には必ずアイドリングストップ
　・荷物の積み降ろしの時
　・駅などで待ち合わせをする時
　・サービスエリアなどで休憩をする時
　・駐車場待ち行列がなかなか動かない時
　・長く停止すると思われる踏切待ちなど 

 　５秒以上停止するときは、アイドリングストップすると省エネになります。
●アイドリングストップの方法
　・パーキングまたはニュートラルにしてエンジン停止、サイドブレーキをかける
　　とより確実
　・数分以上ストップするときは、ライトなど電力消費の大きい機器をOFF
　・周囲を見て余裕をもってエンジン始動

8

CO2 排出量の削減に向けた取組項目

従業員の意識を変えることでできる取組み    1

2
1

3
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●注意事項
・アイドリングストップは完全に停止してから行うこと。
・エアバッグ等の安全装置が機能しないので、先頭車両付近ではアイドリング
　ストップをしない。
・方向指示器が作動しないので、右左折時ではアイドリングストップをしない。
・坂道ではアイドリングストップをしない。
・アイドリングストップ中に何度かブレーキを踏むとブレーキが効きにくくな
　ります。
・慣れないと誤操作や発進が遅れることがあります。
・バッテリー上がりによりエンジンが再始動しない場合があります。
・頻繁に行うと部品寿命(スターター、バッテリー等)
　が低下します。
・電子機器の始動に数秒かかります。

②エコドライブの普及啓発、推進体制の整備
　・ポスター、ステッカーの掲示（ドライバ、利用者への普及啓発）
　・エコドライブ講習会の実施
　・評価、表彰制度の実施
　・推進月間、強化運動月間の実施
　・車両のキーとドライバーをロープでつなぐ「キー抜きロープ」の導入

③整備・点検の強化
　・エアクリーナー等の点検清掃
　・エンジンの定期的な点検、オイル交換
　・タイヤの空気圧の適正化
　・ブレーキの調整

①積載効率の向上（貨物輸送）
　・都市間輸送（幹線輸送）の共同運航
　・都市内の共同輸配送の実施
　・夜間、早朝納品による渋滞の回避
②乗車効率の向上（旅客輸送）
　・閑散時、繁忙時を考慮した稼動計画の導入
　・前日予約受け入れによる効率的配車
　・乗合タクシーの運行

顧客や取引先の理解、協力が必要な取組み    2



10

設備投資が必要な取組み    3
①アイドリングストップ車、装置の導入

　自動的にアイドリングストップを行う装置を搭載した「アイドリングストップ自動
車」または後付けのアイドリングストップ装置を導入する。
　アイドリングストップ自動車及び後付アイドリングストップ装置（タクシー限定）
の購入時には、国の補助金制度があります。

②低燃費車、ハイブリッド車の導入
　エネルギーの使用の合理化に関する法律（省エネ法）による
燃費基準を達成している「低燃費車」（右のステッカーが表示
されている）や、エンジンとモーターなど複数の動力源を組み
合わせた「ハイブリッド車」を導入する。
　一部の低燃費車の導入については、税制上の優遇措置が適用
されます。

③都心部などにおける、車両に依存しない集配送システム（自転車や台車など）を導
　入する。

④環境負荷の小さい鉄道や船舶等を活用した貨物輸送への転換（モーダルシフト）を
　検討する。

⑤カーナビゲーションシステムやVICS（道路交通情報通信システム）、ETC（ノンス
　トップ自動料金支払いシステム）等のITS（高度道路交通システム）を活用する。

⑥ISO14001やエコアクション21などの環境マネジメントシステムを導入する。

⑦地球温暖化問題に関する従業員への教育を行い、地域活動へ参加する。
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　CO2排出の削減には、組織的な取組みが必要です。以下のフローチャートを参考に、継続
的な取組みをお願いします。

・企業の代表者（経営者）が、組織全体として
　取り組むことを決定します。

・取組みの担当部署、および責任者を決定します。

・本パンフレットに示した方法で、データが得
　られる最新年度の排出量を把握します。
・可能な場合は過去数年分の排出量を計算し、
　その推移について分析することも有効です。

・目標年度、削減率（●●年を基準として○○
　％削減など）を明示した目標を設定します。
・経営者の関与、決断が必要です。
・運輸部門のCO2排出量は、輸送量によって大
　きく変化します。目標設定にあたっては、輸
　送量（トンキロなど）あたりのCO2排出量を
　指標にしてもかまいません。

・削減目標達成に向けた具体的で実現可能な取
　組項目を選定します。

・毎年度、削減状況を評価、検証しましょう。
　必要に応じて取組項目を見直し、次年度の取
　組みにつなげましょう。

CO2削減に
取り組むことを決定1

実施体制の検討、決定2

CO2排出量の把握3

CO2削減目標の設定4

取組項目の選定5

全社的な取組みの実施6

削減状況の評価、検証7

継続的な CO2 削減行動に向けて


